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介護のしごと魅力発信イベント開催業務委託仕様書 

 

１．件名 

 介護のしごと魅力発信イベント開催業務委託 

 

２．目的 

 令和 22 年（2040 年）高齢者人口がピークに達すると予想されており、医療・介

護・福祉サービスなどが必要となる区民がさらに増加することが見込まれている。 

 そうした背景を踏まえ、本業務は介護のしごと魅力発信を推進するイベントを開催す

ることで、介護職のイメージアップを図り、地域共生社会の中核となる新たな介護人材

の獲得及び現役介護職の定着を図ることを目的とする。 

なお、本業務は、幅広い世代をターゲットとし、各世代に向けて、以下のような効果

をもたらすものとすること。 

子ども・若者を含む現役世代には、介護職を職業選択の一つとして考えるきっかけを

提供する。介護の専門性ややりがいを伝え、職業としての魅力を知ってもらい、就職・

転職や進路選択時に介護職を候補として考える方が増えるような企画とすること。 

プレシニア・シニア（65 歳以上）世代には、介護への理解を深めて自身の将来に対

する不安を軽減し介護のイメージをポジティブに転換するとともに、セカンドライフの

過ごし方として、地域の支えあい活動等に関心を持つ方が増えるような企画とすること。 

 

３．履行期間 

契約確定日から令和９年３月３１日まで 

 

４．履行場所 

介護保険課指定場所 

（赤羽会館 東京都北区） 

 

５．開催日程・会場・概要 

（１）開催日程 

令和 9 年 3 月２７日（土）10：00～17：00（設営時間含む） 

（２）会場 

 赤羽会館（住所：東京都北区赤羽南 1-13-1） 

講堂（1F）：定員 646 名 

（３）来場者の参加費 

 無料 
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６．費用について 

本件業務に要する一切の費用は、受注者の負担とする。ただし、以下の会場使用料及

び付帯設備使用料ついては発注者の負担とする。 

会場使用料 付帯設備使用料 

講堂（１F） ピアノ１台、音響反響板１式、所作台１式、松羽目１式、紅白幕１式、

平台１台、開き足１台、箱足１台、毛せん１枚、上敷ござ１枚、金屏風

１双、指揮者台１式、奏者用譜面台、フットライト１式、ロアーホリゾ

ンライト１列、サスペンションライト１台、シーリングスポットライ

ト１台、アッパーホリゾンライト１式、ボーダーライト１列、センタ

ーピンスポットライト１台、スポットライト（1kw)１台、スポットラ

イト（500w)１台、フットスポットライト１台、ストリップライト１

本、エフェクトマシーン１式、ミラーボール１式、ワイヤレスマイク

１本、マイクロフォン１本、 CD プレーヤー１台、テープレコーダー

１台、MD プレーヤー１台、液晶プロジェクター１台、スクリーン１

枚、DVD１式、アップライトピアノ１台、持込器具使用電源 

ロビー・廊下 長机、パイプ椅子 

上記以外の備品等が必要な場合は、受注者が手配のうえ負担すること。 

 

７．業務内容 

受注者は、発注者と協議の上、次の事項の業務を行うものとする。 

（１）イベント名称提案 

本件業務について、来場者に伝わりやすく、かつ、エンターテインメント性を加味す

るなど参加意欲を高めるイベント名称を提案し、発注者と協議のうえ決定すること。 

 

（２）広報 

① チラシ作成 

ア 広報用チラシを以下のとおり作成すること。 

部数      1,000 部 

サイズ     A4  

ページ数    両面印刷 

色指定     フルカラー  

紙質      マットコート紙 

重さ      110kg 

校正      文字校正２回、色校正１回（必要に応じて変更することとする。） 

納期目安    令和８年１２月中旬 

イ チラシデザインデータについて、「印刷用データ」を pdf で納品すること。 
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ウ 作成したチラシの著作権は発注者に帰属するものとし、事業目的達成のため、

発注者において二次利用できるものとすること。  

エ デザインには著作権・肖像権などの問題がない素材を使用すること。 

② SNS 発信 

  ア 発注者が保有する SNS アカウントにて広報するため、本件業務の SNS 投稿

用サムネイル、画像及び投稿文等を作成すること。 

  イ 投稿内容及びサムネイル等のデザインは、チラシ及びポスター等のデザインを

引用するだけでなく、SNS の特性を最大限活用できるよう考慮すること。 

ウ デザインには著作権・肖像権などの問題がない素材を使用すること。 

  エ 受注者が保有する SNS アカウントにおいても広報すること。 

 

（３）映画上映会 

 ① 介護への理解促進及び介護のしごと魅力発信に資する映像作品を選定し上映会

を開催すること。 

② 上映終了後にトークショーを開催し、司会を含む進行を行うこと。 

③ トークショーには、イベントのコンセプト、基本構成、方向性等を理解したうえ

で、登壇者及び司会者を選定すること。なお、登壇者及び司会者については、発注

者と十分に協議の上、決定すること。また、登壇者及び司会者の選定、依頼、謝礼

の支払い並びに出演に係るアサインその他一切の業務については、受注者が責任を

もって行うこと。 

④ 登壇者については、介護業界及び介護のしごと魅力発信に関して深い知見及び理

解を有する者であること。 

⑤ 司会者については、次に掲げる要件をすべて満たす者を選定すること。 

ア 本イベントの趣旨及び内容を十分に理解し、登壇者及び来場者双方に配慮した

円滑な進行が可能であること。 

イ トークショー等のイベントにおける司会又は進行の実績を有すること。 

ウ 介護業界及び介護のしごと魅力発信に関する基礎的知識を有し、登壇者との対

話において適切に引き出す能力を有すること。 

⑥ トークショーの内容は、事前に台本を作成し発注者の承認を得ること。 

⑦ トークショーの内容を音声収録・編集し、30 分程度のポッドキャスト番組を２

回分制作すること。また、番組内で使用するサムネイル画像を作成すること。 

⑧ 上映する映像作品の著作権・肖像権に関して、権利者の許諾が必要な場合は、受

注者は必要な権利処理を行うこと。なお、著作権・肖像権等に関して何らかトラブ

ルが生じた場合、受注者の責任において処理するものとする。 

⑨ 著作権使用料が発生する場合は、その使用手続きを行うこと。 

⑩ 作成したポッドキャスト番組を配信すること。なお、配信プラットフォームは、
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少なくとも Spotify、ApplePodcasts、AmazonMusic を使用するものとし、受

注者のアカウントで配信設定を行うこと。配信期間は少なくとも公開から３年とす

ること。  

⑪ 製作したポッドキャスト番組を MP3 ファイル形式により納品すること。 

⑫ 製作したポッドキャスト番組の著作権は発注者に帰属するものとし、事業目的達

成のため、発注者において二次利用できるものとすること。  

 

（４）必須提案企画 

   世代や属性を問わず、幅広い世代に介護のしごとの魅力を伝える企画を受注者が

企画し、その企画を実施すること。なお、企画実施にあたっては、（３）映画上映

会と重ならない時間帯で実施すること。 

 

（５）その他 

 ① 会場打合せ 

イベント会場である赤羽会館は、発注者が令和９年３月２７日の９時～22 時で予

約してあるが、事前に会場視察を行い、赤羽会館舞台事務所及び北区と打合せを行う

こと。 

② イベント当日の運営 

会場において設置する展示物等の製作、イベント必要物品（登壇者及び司会者に対

する簡単な食事や飲み物等含む）の調達、トークショーの際に必要な配布資料の提供、

登壇者及び司会者の当日のコーディネート、登壇者及び司会者への出演料の支払、そ

の他イベントを開催するために必要な業務を行うこと。 

 

８．留意事項 

（１）設営は当日設営とすること。 

（２）受注者は、本件業務の企画内容、進行手順等について、発注者と十分な打合せを

行い、事前に発注者の承認を得て着手すること。 

（３）受注者は、イベント当日までのスケジュールを作成し、発注者へ提出すること。

また、定期的に作業の進捗を見直し、随時修正したものを提出すること。 
（４）受注者は、前記スケジュールに沿って業務を履行し、進捗状況等について発注者

に随時報告すること。 
（５）受注者は、本件業務の履行に関し、必要な資料を発注者から貸与できるものとす

る。貸与された資料の取扱いには、十分注意を払い、本件業務終了後に速やかに返還

すること。 

（６）受注者は、本件業務の履行にあたり、第三者に損害を与えた場合は、その損害を

賠償すること。 
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（７）受注者は、その責に帰すべき事由により発注者に損害を与えた場合は、その損害

を賠償すること。 

（８）天災、または、その他発注者に帰することのできない事由により本イベントを中

止した場合には、実際にかかった費用又は中止時点までに発生した費用を上限として、

双方協議により委託料を支払うものとする。 

（９）設営撤去に際しては、施設設備を破損しないよう万全の注意を払うこと。撤去後

は原状回復するものとする。また、搬入搬出時には通行人等に障害を与えたり、工作

物を破損したりしないよう安全確保に努めること。万が一破損事故等が発生した場合

には受注者の責任において原状復帰等すること。 

（10）受注者は、安全管理を最優先とした運営を行うこと。緊急時対応マニュアルを

策定し、定期的な確認と発注者への事前共有を徹底すること。 

 

９．業務スケジュール（予定） 

以下の業務スケジュールを予定しているが、実際のスケジュールは、発注者と協議の

上、決定すること。 

令和８年１０～１１月：内容協議、イベント概要・詳細の決定 

令和９年１月        ：映画観覧申込募集開始 

令和９年３月    ：イベント実施 

 

10．完了報告 

受注者は、業務が完了したときは、成果報告書及び委託完了届を速やかに提出し、成

果品の納入を行うとともに履行期限までに貸与品の返却を行うこと。委託完了届及び成

果品の提出後、区の検査に合格したことをもって完了とする。 

 

11．支払方法 

履行確認後、適正な請求書の提出を受けてから 30 日以内に一括で支払う 

 

12．その他 

（１）受注者は当該業務に関連する法令（労働基準関係法令等）について遵守すること。 

（２）別紙「個人情報その他の情報資産を取り扱う契約の特記事項」を遵守すること。 

（３）本仕様書の解釈について疑義が生じた場合または、本仕様書に定めのない事項に

ついては発注者と協議のうえこれを定めるものとする。 

 

13．担当 

 東京都北区福祉部介護保険課管理計画係 

電話（直通）03-5948-8387 
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(令和７年 4 月改正版) 

東京都北区個人情報その他の情報資産を取り扱う契約の特記事項 
 

受注者は、委託契約、賃貸借契約、役務の提供に関する契約等個人情報その他の情報

資産を取り扱うすべての契約を締結するに当たり、個人情報の保護に関する法律（平成

１５年法律第５７号）、個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン（行政機

関等編）（令和４年１月個人情報保護委員会発）（以下「ガイドライン」という。）、

北区情報セキュリティ基本方針に関する規程（平成１６年３月２５日区長決裁東京都北

区訓令甲第５号）、北区情報セキュリティ対策基準（平成１６年３月２６日区長決裁１

５北区区第８１４号）及び発注者が指示する、北区情報セキュリティ実施手順（全庁共

通編）（令和７年３月２４日区長決裁６北政企デ第７９６４号）並びに本契約による業

務を主管する課の情報セキュリティ実施手順を遵守しなければならない。 

 

（秘密保持義務）  

１ 受注者は、この契約の履行により直接又は間接に知り得た個人情報（行政手続にお

ける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平成２５年法律第２７号）

第２条第８号に規定する特定個人情報を含む。以下同じ。）その他の情報資産（以下「情

報資産」という。）を、第三者に漏らしてはならず、従事者への周知徹底を図らなくて

はならない。また、契約期間満了後も同様とする。  

 

（再委託の禁止）  

２ 受注者は、この契約による業務を原則第三者（子会社を含む。）に再委託してはな

らない。ただし、附属業務についてやむを得ず再委託する必要があるときは、業務の着

手前に、次に掲げる書面を添えて再委託する旨を発注者に申請し、承諾を受けなければ

ならない。なお、受注者は、再委託先に対して本契約に基づく受注者と同等の義務を遵

守させるとともに、発注者に対して、再委託先の全ての行為及びその結果について責任

を負うものとする。 

（１）再委託する理由、再委託して処理する内容、再委託先において取り扱う情報、再

委託先における安全性及び信頼性を確保する対策並びに再委託先に対する管理及び

監督の方法を明記した申請書 

（２）申請日前3箇月以内に発行された再委託先の履歴事項全部証明書 

（３）受注者に対して、再委託先が本特記事項を遵守する旨を誓約した書面の写し 

 

（目的外使用の禁止）  

３ 受注者は、情報資産をこの契約による業務の目的以外に使用してはならない。  

  

（外部提供の禁止）  

４ 受注者は、情報資産を第三者に提供してはならない。  

  

（複写、複製及び持ち出しの禁止）  

５ 受注者は、情報資産を発注者の許可なく複写、複製及び持ち出しをしてはならない。  

  

（引渡し）  

６ 発注者から受注者への情報資産の引渡しは、発注者の指定した職員が、指定した日

時及び場所において行い、受注者は、情報資産の預かり証を発注者に提出しなければな

らない。  

(裏面あり) 
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(令和７年 4 月改正版) 

（保管及び管理）  

７ 受注者は、情報資産の保管及び管理について、善良な管理者の注意をもって当たり、

情報資産の紛失、漏えい、改ざん、破損その他の事故を防止しなければならない。  

 

（教育の実施）  

８ 受注者は、本特記事項を受注者の従事者に遵守させるため、必要な教育を実施する

とともに、発注者が必要と認めるときは、その実施記録を適宜発注者に提出しなければ

ならない。 

 

（返還）  

９ この契約による業務を終了したとき又は発注者が情報資産の提出を請求したとき

は、受注者は、その保有する情報資産を直ちに返還しなければならない。なお、返還に

当たっては、受注者が本契約の履行に当たり発注者から受け取った全ての情報資産を返

還した旨を記載する証明書を提出しなければならない。 

 

（廃棄）  

10 前項の規定にかかわらず、発注者が必要と認めるときは、受注者は、発注者の職

員の立会いの下、情報資産を廃棄しなければならない。  

 

（立入検査及び調査）  

11 発注者は、情報資産の管理状況について随時に立入検査又は調査をし、受注者に

対して必要な報告を求め、この契約による業務の処理に関して指示を与えることができ

る。  

 

（定期及び随時報告）  

12  受注者は、定期的に、及び発注者が求めたときは、情報資産の取扱いについて適

正な保管及び管理を実施している旨を発注者に対し報告しなければならない。なお、当

該契約が個人情報を取り扱う業務である場合は、受注者は、発注者が別に定める様式に

より、前記の状況を発注者に報告しなければならない。  

 

（事故報告）  

13  受注者は、情報資産の紛失、漏えい、改ざん、破損その他の事故が生じたときは

直ちに発注者に対して通知するとともに、遅滞なくその状況を書面をもって発注者に報

告し、発注者の指示に従わなければならない。  

 

（受注者による再委託先の指導）  

14  第２項の定めに基づき発注者が承諾した再委託先がある場合は、受注者は再委託

先に第３項から第13項までについて同様の取扱いを求め、その履行を受注者の責任に

より管理監督するとともに、発注者の求めに応じて、その状況等を発注者に適宜報告す

ることとする。  

  

（損害賠償）  

15  受注者が第１項から前項までの義務に違反し、又は怠ったことにより、発注者が

損害を被った場合には、受注者は発注者に対しその損害を賠償しなければならない。   
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